
令和４年度 未来の「ふるさと松山」創造事業 

 

【みどり小学校】 

＜第１学年：昔の遊びにチャレンジしよう＞   

地域の方々をゲストティーチャーとしてお招きして、「昔の 

遊び集会」を行った。おはじき、すごろく、けん玉、あやとり、 

めんこ、だるま落とし、お手玉、こま回し、福笑いなどの実演 

をしていただいた後、上手になるこつを教えていただいて、一 

緒に楽しんだ。子どもたちには馴染みのない遊びだったので、目 

を輝かせながら夢中になって活動を楽しんでいた。核家族化が 

進む中で、地域の方と一緒に活動することは、子どもたちにと 

って貴重な経験であり、地域の方の優しさや思いなどにたくさ 

ん触れることができた。活動後にゲストティーチャーの方々に 

お礼の手紙を書いた中で、自分も「昔の遊び名人になりたい」 

と書いている子どもがたくさんいた。授業中はもちろん、休み 

時間にも練習して、いろいろな遊びを楽しみ、上達することが 

できた。 

 

                                 

＜第６学年：自分らしい生き方を選ぼう＞ 

 様々な職種の方から、その仕事やその方の生き方に

ついて学ぶことで、子どもたちの将来への夢や希望を

育めるよう学習を進めてきた。 

 まず、キャリアコンサルタントから「働くこと」について

話を聞き、誰かのために働くことは、自分を成長させること

にもつながるということに子どもたちは気付いた。その後、

フリーアナウンサーや愛媛ＦＣ、獣医や義肢装具士の方々に

話を聞いた。それぞれの仕事内容に興味をもって耳を傾ける

とともに、共通した内容である「相手の気持ちを考えること

が大切だ」「自分のやりたいことをたくさん見つけて、夢を 

大切にしてほしい」という話に、「失敗を恐れず、挑戦した

い」「いろいろなことに興味を持ってチャレンジしていきた

い」という思いが強まり、これからの自分を見つめるよい機

会となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  


